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農薬出荷量

主要肥料出荷量

■北海道の農業試験場で開発した「クリーン農業技術」

環境と調和のとれた食料システムの確立・多面的機能の発揮 水戸部委員　提出資料

技術開発区分 件数

農薬の使用量を減らすための技術 188

化学肥料の使用量を減らすための技術 120

品質評価・技術向上 50

環境負荷抑制技術 34

家畜ふん尿の低コスト処理・利用技術 15

総合経済評価 15

合計 422

■北海道の「クリーン農業」の取組効果（単位面積当たりの農薬と主要肥料出荷量の推移 H3を100として表示）

北海道では有機物の施用による土づくりを基本に、農薬や化学肥料を
必要最小限にとどめ、環境に配慮した農業を「クリーン農業」と定義

平成３年の取組当初から４～５割削減
したものの、近年下げ止まり傾向

クリーン農業
取組開始

化学肥料減

クリーン農業

クリーン農業以外の農業

③YES!clean農産物

②特別栽培農産物

①有機農産物
５割減３割減 不使用

■環境と調和した農業の推進（北海道の取組）
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農村の振興

■人口減少の推移

全国に先駆けて道内では人口減少が進行

資料：総務省「国勢調査」「人口推計」

資料：第９期北海道総合開発計画の概要(国土交通省北海道局)

道内の集落内住居は、散在・散居が９割

■農業集落数の推移

全国を上回るスピードで農業集落数が減少

■北海道の集落

■今後の農村振興施策の方向性
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